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５
月
20
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
東
村

山
市
国
際
友
好
協
会
の
総
会
が
多
く

の
来
賓
と
会
員
が
参
加
し
て
、
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
渡
部
尚
市
長

（
当
協
会
名
誉
会
長
）、
肥
沼
茂
男
市

議
会
議
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

市
長
は
「
次
代
を
担
う
日
米
の
若
者

が
お
互
い
の

文
化
を
知
り
、

素
晴
ら
し
い

体
験
を
し
て

い
る
。
ま
た
、

当
協
会
の
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
市
と

の
地
道
な
活

動
が
両
国
の
友
好
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
い
る
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

岩
瀬
会
長
は
「
会
長
職
を
退
任
い

た
し
ま
す
。ご
協
力
を
感
謝
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
紹
介
の
後
、
議
事
に
入
り

平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
と
会
計
決

算
及
び
監
査
報
告
、
平
成
29
年
度
の

事
業
計
画
案
及
び
会
計
予
算
案
、
規

約
一
部
改
正
（『
参
与
制
度
』
新
設
）、

役
員
改
選
等
が
審
議
の
上
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
改
選
さ
れ
た
折
笠
広
樹

新
会
長
よ
り
、
就
任
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

な
お
、
総
会
後
、
岩
瀬
新
顧
問
の

乾
杯
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和
や

か
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。本

年
５
月

の
総
会
で
、

会
長
と
し
て

承
認
さ
れ
ま

し
た
折
笠
で

す
。
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
し
、

他
の
会
に
も
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
全
う
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
か
つ
て
歯

科
医
師
会
の
副
会
長
に
就
任
す
る
挨

拶
に
、“
福
会
長
”
に
な
り
た
い
と

書
き
ま
し
た
。
自
ら
が
幸
せ
感
を
感

じ
つ
つ
、
周
囲
の
人
と
連
携
・
協
調

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
友
好
協
会
は
来
年
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

市
と
の
交
流
や
他
の
活
動
の
実
績
は

他
市
の
そ
れ
と
比
べ
て
十
分
に
評
価

さ
れ
る
内
容
で
す
。
今
後
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、
過
去
を

教
訓
と
し
未
来
志
向
で
議
論
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。本

年
５
月

に
第
７
代
会

長
を
退
任
さ

せ
て
頂
き
ま

し
た
。
前
会

長
よ
り
お
受
け
し
た
の
は
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
年
で
、
学
生

訪
問
団
は
中
止
、
派
遣
団
の
み
の
交

流
と
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
の
船
出

で
し
た
。
そ
の
後
は
支
え
て
く
れ
た

役
員
・
委
員
を
初
め
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ

り
明
る
く
楽
し
く
和
や
か
に
を
モ
ッ

ト
ー
に
３
期
６
年
の
間
協
会
の
事
業

を
無
事
遂
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
35
周
年
に
は
市
長

を
団
長
に
イ
市
公
式
訪
問
、
市
制
50

周
年
で
は
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
等

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
副
会
長
の
伊
藤
陽
子
さ
ん

は
、
永
年
当
協
会
の
役
員
と
し
て
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
学
生
８
名
、
御
夫
婦

２
組
、
引
率
者
２
名
、
今
年
の
学
生

１
名
を
入
れ
て
15
名
の
受
入
れ
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
に
対
し

４
月
22
日
㈯
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
東

村
山
市
民
功
労
表
彰
（
公
益
部
門
）

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

就
任
の
挨
拶

�
新
会
長
　
折
笠
　
広
樹

退
任
の
挨
拶

�

前
会
長
　
岩
瀬
　
由
明

市
民
表
彰
お
め
で
と
う

平
成
29
年
度
総
会
開
く

新
体
制
は
連
携
と
協
調
で

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　

Ｈ
29
年
度
の
年
会
費
は
会
員

拡
充
委
員
が
、
７
月
下
旬
よ
り
お

預
か
り
に
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の

際
、
広
報
紙
と
粗
品
を
お
届
け
し

ま
す
。�

（
会
員
拡
充
委
員
会
）
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渡部市長挨拶

名誉会長	 渡部　　尚
顧　　問	 宮沢　和人
	 細渕　一男
	 関　梅四郎
	 大野　　茂
	 岩瀬　由明

会　　長	 折笠　広樹
副 会 長 	石田　悦代
	 町田　　豊
	 倉田　哲也
	 伊藤　陽子

IT 担当理事	 安永　健司
総務理事	 髙野　惠一
	 縣　なか子
会計理事	 肥沼すみ子
	 野村裕美子
監　　事	 石黒　文夫
	 沼澤　　稔

東村　貴美　	柏木　　慎
橋本眞佐子　	高橋　知恵
金田　可久　	山本　宏昭
駒形　壽子　	徳永　泰子
佐藤　公子　	川合萬次郎
宮本甲子子

参与

◎委員長　○副委員長　＊担当四役

＜派　　　　遣＞　◎飯笹　俊幸　○森中カツミ　○吉川　敏子　○村山　輝紀　　谷口　弘美
　　　渡部まゆみ　　今井　　晃　　北久保真道　　肥沼あゆみ　　櫻井　彩美　　中條　基成
　　　花岡　真琴　　東村　裕二　　小山　武士　＊石田　悦代　＊倉田　哲也
＜学 生 受 入＞　◎伊藤　昭三　○倉田喜久子　○梶木　　亮　○丸山亜由子　　椿　真貴子
　　　西岡富士子　　小林智香子　　尾嵜　博子　　定方美果子　　伊藤　友希　　矢島　洋子
　　　梅原梨々子　　中条　高幸　　中島　幸子　　奥井　明子　　生田　洋子　　丸山　夏大
　　　平澤みさき　＊伊藤　陽子　＊野村裕美子
＜英　会　話＞　◎中村美和子　○横田とよ子　○頭川　久見　○叶岡　京美　○吉村みち子
　　○滝田　　弘　○佐野真紀子　　中島　宏子　　水岡　隆子　　松尾　民子　　高橋なか代
　　＊髙野　惠一　＊肥沼すみ子
＜広　　　　報＞　◎藤原　幸博　○川村　弘史　○本宮　洋一　○杉田　美樹　　武田　節子
　　　土方　知美　　中川　　香　　伊藤儀一郎　　漆原　次男　＊伊藤　陽子　＊縣　なか子
＜会 員 交 流＞　◎伊藤儀一郎　○武田　泉水　○天野　正輝　　中村　智行　　大野マス子
　　＊町田　　豊　＊石田　悦代
＜日本庭園協力＞　◎肥沼　和男　○丸山　　宙　　川合　三男　　角田　孝司　　川島　玉三
　　　鈴木　新吉　　富間　義夫　　志村　治男　＊肥沼すみ子
＜会 員 拡 充＞　◎神谷　五枝　○折笠　文子　　大野　　茂　　櫻井　貴子　　肥沼すみ子
　　　肥沼　茂男　　肥沼　芳雄　　井沢　一守　　伊藤　陽子　　堀川　朝子　　宮本甲子子
　　　佐々木義徳　　森中カツミ　　西岡富士子　　野村裕美子　　川島　暢仁　　徳永　泰子
　　　横田とよ子　　倉田　哲也　　天野　正輝　　中村　智行　　伊藤　昭三　　古村　和子
　　　杉田　美樹　　笹瀬　　清　　川合みどり　　小山　昭子　　武田　節子　　小山　邦昭
　　　縣　なか子　　椿　真貴子　　長谷川友子　＊髙野　惠一

委員会委員

平成29・30年度国際友好協会役員・理事・参与・委員会名簿
役員・委員長・副委員長は常任理事を兼務（敬称略）

1．収　入� （単位：予算は千円、決算は円）

項　　　目 29年度予算額 28年度決算額
会 費 1,600 1,691,500
英 会 話 講 座 収 入 2,600 2,704,000
バ ザ ー 事 業 収 入 200 230,150
補 助 金 470 470,000
学 生 交 流 納 入 金 0
寄 付 金 0 0
繰 入 金 0 0
繰 越 金 2,240 2,136,000
雑 収 入 0 5,015

合　　　計 7,110 7,236,665

2．支　出
項　　　目 29年度予算額 28年度決算額

会 議 費 50 32,237
消 耗 品 費 60 48,954
印 刷 費 100 70,567
渉 外 費 50 24,000
翻 訳 費 0
通 信 費 50 16,677
使 用 料 50 17,800
備 品 費 50 0
親善訪問団派遣費 1,135 917,172
学 生 受 入 費 1,080 958,227
訪 問 者 受 入 費 0
教 育 交 流 費 0 0
バ ザ ー 費 200 178,476
英 会 話 講 座 費 1,540 1,376,385
イ 市 行 事 協 力 費 0 0
日本庭園造園協力費 10 0
広 報 宣 伝 費 850 795,299
会 員 交 流 費 250 242,805
会 員 拡 充 費 130 95,237
ホームページ管理費 140 126,648
諸 支 出 金 200 91,224
積 立 金 0 0
繰 出 金 0 0
予 備 費 1,165

合　　　計 7,110 4,991,708

平成29年度予算と平成28年度決算 平成29年度事業計画
☆英会話講座の開講
　前期4月～9月・後期10月～3月
☆イ市“学生訪問団”受入事業
　６月９日（金）～６月23日（金）
☆“親善訪問派遣団”派遣事業
　８月５日（土）～８月20日（日）
☆広報紙「人と人」の発行
　7月、11月（全戸配布）、3月
☆市民産業まつりに参加
　（バザー出店）11月
☆役員・委員会委員研修会の実施
　10月
＊その他、年間を通して
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第
11
回
派
遣
団
員

�

水
野
（
旧
姓
太
田
）
千
佳
子

大
き
な
石
造
り
の
家
、
独
特
の
ア

メ
リ
カ
の
香
り
、
イ
市
の
方
々
の
あ

た
た
か
な
笑
顔
と
別
れ
の
涙
…
30
年

の
時
を
超
え
て
な
お
、
は
っ
き
り
と

蘇
り
ま
す
。

海
外
へ
渡
っ
た
経
験
も
な
く
、
引

っ
込
み
思
案
で
、
外
国
の
人
と
ま
と

も
に
話
を
す
る
こ
と
す
ら
初
め
て
。

そ
れ
で
も
会
話
が
通
じ
た
時
の
喜

び
！
自
家
用
機
で
大
学
へ
通
っ
て
い

た
フ
ァ
ザ
ー
、
笑
顔
の
素
敵
な
マ
ザ

ー
、
と
可
愛
い
４
人
の
弟
妹
た
ち
と
、

好
き
な
本
や
将
来
の
夢
、
日
本
の
政

治
に
つ
い
て
、
一
生
懸
命
に
話
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
私
を
本
当

の
姉
の
よ
う
に
慕
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
・
ワ
イ
ル

ダ
ー
の
「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」
が

大
好
き
、
と
話
し
た
ら
５
時
間
以
上

車
を
飛
ば
し
て
、
ロ
ー
ラ
の
家
ま
で

案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
草
原
の
中

の
ロ
ー
ラ
の
家
。
夢
見
た
場
所
に
自

分
が
い
る
こ
と
へ
の
感
激
と
と
も
に
、

私
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
優
し
さ
に
涙
が
出
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

人
種
や
言
葉
、
環
境
が
違
っ
て
も
、

人
の
優
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
国
境

を
越
え
て
、
人
は
わ
か
り
合
え
る
。

派
遣
団
に
参
加
し
て
肌
で
感
じ
た

こ
と
が
私
の
根
っ
こ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
団
と
し
て
、
貴
重
な
経
験
を

し
た
み
な
さ
ん
。
そ
の
経
験
を
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
世
界
の
架
け
橋

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
の
三
人
の
男
の
子
の

母
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
に
繋
が
る

仕
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
根

は
確
か
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
自
分

の
世
代
か
ら
次
の
世
代
へ
の
架
け
橋

に
な
り
た
い
と
心
の
中
で
思
い
な
が

ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
28
年
度
後
期
閉
講
式
を
３
月
15

日
㈬
に
行
い
、
修
了
者
は
92
名
（
受
講

生
108
名
中
）
で
、
皆
勤
賞
は
17
名
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
29
年
度
前
期
開
講

式
は
４
月
５
日
㈬
に
受
講
生
98
名
（
内

学
生
５
名
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
引
き
続
き
ゴ
ー
ド
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
、
ベ
ネ
ッ
サ
・
コ
ー
リ
ー
両

先
生
で
す
。

な
お
、
後
期
講
座
の
詳
細
は
９
月

１
日
付
市
報
、
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下

さ
い
。�

（
英
会
話
委
員
会
）

英
会
話
ニ
ュ
ー
ス

発行：東村山市国際友好協会
編集：広報委員会

東村山市本町 １ −２ −３
東村山市役所内

☎393−5111  内線2558・2559
http://www.h-ifa.com/

◇
人
事
異
動
（
市
民
部
関
係
）

　

市
民
相
談
・
交
流
課
多
文
化

共
生
係
長
に
岡
山
恭
子
氏
（
教

育
部
指
導
室
よ
り
）、
多
文
化

共
生
相
談
員
の
張
琳
氏
（
新
入

職
員
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
係
長
の
當
間
洋
子
氏
は
秋
津

公
民
館
長
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
総
会
で
折
笠
新
会

長
以
下
役
員
が
改
選
と
な
り
、

役
員
・
委
員
が
心
を
一
つ
に
し

て
国
際
交
流
に
尽
力
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
号
は
イ
市
学
生
訪

問
団
記
事
を
中
心
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

あ
の
人
は
今

6月 行　　　事
� 9日 金 到着
10日 土 ウェルカムパーティー
11日 日 ファミリーデイ
12日 月 市内めぐり・市長表敬訪問
13日 火 回田小・二中訪問
14日 水 所沢・川越観光
15日 木 ディズニーランド
16日 金 警察署訪問
17日 土 ファミリーデイ
18日 日 ファミリーデイ
19日 月 明治神宮・原宿観光
20日 火 浴衣着付け・茶道・書道体験
21日 水 日光観光
22日 木 市長ブランチ
23日 金 帰国

№ 氏名 ホストファミリー名 町名

引率者
Kathleen�Pace

中島�ファミリー 秋津町
キャスリン・ペイス

1
Bristol�Hough

柳内�ファミリー 栄町
ブリストル・ハウ

2
Kimberly�Stevenson

高森�ファミリー 秋津町
キンバリー・スティーブンソン

3
Logan�Salva

川合�ファミリー 久米川町
ローガン・サルヴァ

4
Monroe�Woody

鈴木�ファミリー 富士見町
モンロー・ウディ

5
William�Pace

瀧尾�ファミリー 廻田町
ウィリアム・ペイス

6
Raegan�Mountain

小暮�ファミリー 本町
レーガン・マウンテン

7
Benjamin�Roberts

河瀬�ファミリー 恩多町
ベンジャミン・ロバーツ

8
Ryan�Goodson

伊藤�ファミリー 久米川町
ライアン・グッドサン

2017訪問学生とホストファミリー名

2017学生訪問団受け入れ日程

日時 内容 場所

4月
8日 土 結団・オリエンテーション 市民センター
28日 金 第1回研修会 市民センター

5月
13日 土

第2回研修会（宿泊研修） 高尾の森わくわく
ビレッジ14日 日

26日 金 英会話レッスン① 市民センター

6月
24日 土 第3回研修会 〃
30日 金 英会話レッスン② 〃

7月
21日 金 英会話レッスン③ 〃
22日 土 第4回研修会＊保護者出席 〃
28日 金 壮行会 〃

8月

5日 土 イ市へ出発 市民センター前
20日 日 帰国 市民センター前

28日 月 帰国報告会（19：00～） 市民センター
（第1・2会議室）

11月 未定 解団・市長表敬訪問 市役所

1 西山　蓮 高1 栄町
2 佐藤　芽奈 高1 野口町
3 小嶋　渚々海 高1 諏訪町
4 花岡　真桜珠 高1 野口町
5 鄭　和幸 高2 諏訪町

6 鄭　光一 大2 諏訪町
7 大塚　智喜 大2 秋津町
8 畔上　千慧 大2 富士見町
9 ザラカスパング　愛子 大2 栄町
10 長谷川　光里 大4 栄町

団長 井上　加代 秋津町

第34回インディペンデンス市親善訪問派遣団員

第34回親善訪問派遣団スケジュール

第34回インディペンデンス市学生訪問団が、
今年も引率者１名学生８名が6/9（金）～23（金）当市に滞在しました

日に日にお箸の使い方が
　上手になりました
マンガ・ゲーム・アニメ・歴史が好きな今どきの
学生たち。そんな彼らの日本の印象を紹介します。

「住宅街など限られたスペースでも
美しい花がたくさんあること」

Kathleen Pace
キャスリン・ペイス

女性引率者

有機野菜の栽培・
夫とのサイクリングが好き

「温泉に入るとき水着を着ないこと」

Bristol Hough

ブリストル・ハウ

女性15歳

シンクロナイズド
スイミング・裁縫が好き

「文化の違い」

Kimberly Stev
enson

キンバリー・スティーブンソン

女性２１歳

　アニメ・絵を描
く事「道路の左側通行が不思議に感じた」

Logan Salvaローガン・サルヴァ

男性16歳
ゲームが好き・ボーイスカウト所属 「アメリカではみんな英語を話すが、

日本は多言語社会であること。お互
いに理解できているのか不思議」

Monroe Woody
モンロー・ウディ

男性17歳
読書・執筆・観光・
カラテが好き

「納豆は米国で不味いものと聞いて
いたが、実際に食べてみると、と
ても美味しかった」

William Pace
ウィリアム・ペイス

男性16歳

ゲーム・絵を描く事が好き

「英語を理解する人が多
いこと。

食事がおいしい。安全な
国だ」

Raegan Mountain

レーガン・マウンテン

女性15歳

演技・舞台・アニメ・
ディズニーが好き！

「日本の生活は常にとどまることを知らないという印象があるが、ひとつひとつに意味があり、せわしないと感じるものではない」

Benjamin Robertsベンジャミン・ロバーツ

男性19歳
音楽を聴く・演奏すること・釣りが好き

「日本人がみんな英語を理解していること。東村山、そして東京の人がみないい人で印象深かった。」

Ryan Goodson
ライアン・グッドサン

男性19歳
地域の奉仕活動・読書が好き

多摩湖堤防にて
習字に挑戦

高尾の森わくわくビレッジにて

パトカーに試乗してにっ
こり


